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発刊のことば

ま
で
を
概
観
で
き
る
よ
う
叙
述
し
た
の
に
対
し
、
本
書
は
ま
ず
最
初
に
、
こ
れ

ま
で
の
裾
野
の
生
活
史
を
「
山
」
・
「
水
」
・
「
子
ど
も
」
の
三
大
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
取
り
あ
げ
ま
し
た
。
地
域
の
人

び
と
が
、
郷
士
を
取
り
巻
く
山
々
や
水
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て

き
た
の
か
、
そ
し
て
郷
土
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
を
児
童
文
苑
や
駿
東
文
園
な
ど
の
描
写
か
ら
取
り
あ
げ
、
特
に
戦
前

戦
後
の
日
常
生
活
．
あ
そ
び
．
地
域
の
行
事
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
変
貌
の
様
子
を
記
述
し
ま
し
た
。

簿
劃 発

刊
の
こ
と
ば

』

〃

＆

こ
の
た
び
「
通
史
編
Ⅱ
」
が
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
巻
を
も
っ
て

長
い
間
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
「
裾
野
市
史
』
が
全
巻
完
成
し
ま
し
た
こ
と
は

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
書
は
、
昨
年
度
刊
行
し
ま
し
た
「
通
史
編
Ｉ
」
と
は
別
の
視
点
か
ら
叙
述

し
ま
し
た
。
「
通
史
編
Ｉ
」
で
は
資
料
編
な
ど
を
も
と
に
考
古
か
ら
近
・
現
代

裾
野
市
長
大
橋
俊
二

’



発刊のことば

次
に
、
地
域
の
歴
史
を
受
け
継
い
だ
人
び
と
、
ま
た
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
村
落
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
、
時
代
を
追
っ

て
書
き
表
し
、
そ
の
多
様
性
と
深
み
を
浮
き
彫
り
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
別
冊
付
録
と
し
て
裾
野
の
歴
史
年
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
年
表
は
、
「
通
史
編
Ｉ
」
を
基
に
作
ら
れ
、

各
項
目
は
「
通
史
編
Ｉ
」
の
掲
載
・
ヘ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
（
連
環
）
し
、
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
通
史
編
Ⅱ
」
を
も
っ
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
『
裾
野
市
史
』
の
編
さ
ん
は
完
結
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
史
は
本
書
を
含
め
資
料
編
七
巻
、
通
史
編
二
巻
、
資
料
叢
書
四
冊
、
調
査
報
告
書
八
冊
、
市

史
研
究
十
三
号
、
市
史
だ
よ
り
二
十
五
号
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
刊
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
と
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

社
会
生
活
環
境
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
中
で
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
明
日
の
裾
野
市
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
営
み
を
正
し
く
理
解
し
、
未
来
へ
の
指
針
を
探
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
市
史
編
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
貴
重
な
古
文
書
等
に
よ
り
、

郷
土
の
歴
史
を
広
い
視
野
か
ら
明
ら
か
に
し
、
遺
物
等
広
く
調
査
収
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
史
実
を
長
く
後

世
に
伝
え
る
と
い
う
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
最
初
の
年
に
、
市
制
施
行
三
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
日
の
裾
野
市
が
こ
の
よ
う
に
あ
る
の

も
先
人
の
方
々
の
お
陰
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゞ
）
れ
ま
で
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
市
史
等
が
市
内
外
の
方
々
に
よ
り
有
効
に
活
用
さ
れ
、
裾
野
市
が
益
を
発
展
す

２



発刊のことば

-す
亥

○
る
こ
と
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
多
年
に
わ
た
り
膨
大
な
史
・
資
料
等
を
丹
念
に
考
察
し
、
編
集
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
有
光
友
學
専
門
委
員
代
表
を
は
じ
め
各
専
門
・
調
査
委
員
の
方
々
の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

平
成
十
三
年
三
月

３



｢通史編II」刊行にあたって

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
九
月
に
始
ま
っ
た
「
裾
野
市
史
』
編
さ
ん
事
業
も
、
本
巻
（
「
通
史
編
Ⅱ
」
）
の
刊
行
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す
。
こ
の
間
、
資
料
編
と
し
て
、
第
一
巻
「
考
古
」
、
第
二
巻
「
古
代
・
中
世
」
、
第
三
巻
「
近
世
」
、

第
四
・
五
巻
「
近
現
代
Ｉ
．
Ⅱ
」
、
第
六
巻
「
深
良
用
水
」
、
第
七
巻
「
民
俗
」
、
さ
ら
に
、
「
通
史
編
Ｉ
」
と
し
て
昨
年

度
第
八
巻
を
上
梓
し
、
合
わ
せ
て
八
冊
を
ほ
ぼ
当
初
の
計
画
通
り
刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
ゞ
）
に
「
通
史
編

Ⅱ
」
を
世
に
送
り
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
三
年
有
余
の
編
さ
ん
事
業
も
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
当
初
、
「
通
史
編
」
を
、
原
始
・
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
ま
で
と
、
近
・
現
代
と
の
上
下
二
冊
に
分
け

て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
歴
史
を
機
械
的
に
時
代
を
追
っ
て
叙

述
す
る
だ
け
で
は
、
地
域
の
特
色
を
描
き
だ
す
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え
、
「
通
史
編
Ｉ
」
で
は
、
原
始
か
ら

近
・
現
代
に
至
る
ま
で
全
時
代
を
一
書
に
し
て
概
観
で
き
る
よ
う
に
『
文
字
通
り
通
史
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
本
巻
で
は
、
「
裾
野
の
生
活
史
」
「
人
物
に
見
る
裾
野
の
歴
史
」
「
裾
野
村
落
誌
」
の
三
部
構
成
で
、
地
域

「
通
史
編
Ⅱ
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
代
表
有
光
友
學

4



｢通史編II」刊行にあたって

増
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

に
展
開
し
た
生
活
や
『
そ
の
歴
史
を
受
け
継
い
だ
人
間
、
ま
た
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
村
落
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
別
に
書

き
表
わ
し
、
そ
の
多
様
性
と
深
み
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

富
士
山
や
愛
麿
山
、
箱
根
山
に
抱
か
れ
た
こ
の
地
域
の
人
び
と
の
生
活
は
、
山
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
域
を
貫
流
す
る
黄
瀬
川
や
そ
の
支
流
、
ま
た
先
人
の
多
大
な
労
苦
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た

深
良
燧
道
と
用
水
は
、
こ
の
地
域
に
豊
か
な
水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
は
多
く
の
恩
恵
を
受
け
、

様
々
な
果
実
を
生
み
だ
し
、
種
々
の
体
験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
延
々

と
し
て
続
け
ら
れ
編
ま
れ
て
き
た
子
供
た
ち
の
文
集
「
児
童
文
苑
」
「
駿
東
文
園
」
は
、
こ
の
地
域
の
教
育
や
文
化
の

高
さ
を
示
し
、
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
鋭
い
感
性
と
活
き
活
き
と
し
た
活
力
を
持

つ
子
供
た
ち
の
姿
を
そ
こ
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
裾
野
の
自
然
環
境
と
生
活
・
文
化
を
歴
史
的

に
明
ら
か
に
し
た
の
が
第
一
編
「
裾
野
の
生
活
史
」
で
あ
り
ま
す
。

第
二
編
「
人
物
に
見
る
裾
野
の
歴
史
」
は
、
通
史
で
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
部
分
的
に
し
か
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
先

人
に
つ
い
て
『
そ
れ
ら
の
人
々
が
裾
野
市
域
の
歩
み
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
を
簡
潔
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
史
料
的
制
約
と
紙
数
の
関
係
、
偏
ら
な
い
人
選
に
配
慮
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
限
ら
れ
た
人
物

に
な
り
ま
し
た
が
、
「
通
史
編
Ｉ
」
と
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
く
と
、
各
時
代
の
歴
史
の
動
き
に
さ
ら
に
奥
行
き
が

第
三
編
「
裾
野
村
落
誌
」
は
、
現
在
の
市
域
を
構
成
す
る
二
四
の
大
字
の
す
尋
へ
て
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
地
理
・
歴
５



｢通史編1I」刊行にあたって

史
・
現
代
の
社
会
と
生
活
に
つ
い
て
個
別
的
に
書
き
表
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
通
史
で
は
地
名
、
す
な
わ
ち

点
と
し
て
し
か
示
せ
え
な
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
を
通
じ
て

今
日
の
裾
野
市
の
成
り
立
ち
と
全
体
像
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
構
成
と
内
容
は
、
こ
の
種
の
自
治
体
史
と
し
て
は
新
し
い
試
み
と
も
い
え
ま
す
。
「
通
史
編
Ｉ
」
と
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
こ
の
裾
野
市
域
に
お
い
て
始
め
て
人
間
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
た
時
代
か
ら
、
変
貌
の
激
し
い
現
代

に
至
る
ま
で
の
長
い
道
程
が
深
み
を
持
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
本
書
を
通
じ
て
地

域
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ろ
よ
く
数
多
く
の
貴
重
な
史
・
資
料
や
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
市
民
の
皆

様
や
関
係
各
位
、
そ
し
て
、
財
政
事
情
の
厳
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
行
政
当
局
に
対
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
○
○
一
（
平
成
十
三
）
年
三
月

６



一
人
名
・
地
名
・
難
読
あ
る
い
は
誤
読
の
恐
れ
の
あ
る
語
句
は
、
各
章
の
初
出
に
で
き
る
限
り
ふ
り
が
な
を
付
し
た
。

一
本
文
中
の
人
名
の
敬
称
は
、
す
、
、
へ
て
省
略
し
た
。

一
年
号
は
西
暦
を
用
い
、
和
暦
を
（
）
で
示
し
た
。

一
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
十
二
月
二
日
以
前
は
陰
暦
を
用
い
、
そ
れ
以
降
は
陽
暦
を
使
用
し
た
。

一
本
巻
で
使
用
し
た
史
・
資
料
が
『
裾
野
市
史
」
資
料
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
（
『
市
史
」
一
〒
四
五
四

号
）
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
『
静
岡
県
史
』
の
通
史
編
の
場
合
は
（
『
県
史
」
通
４
‐
八
七
六
頁
）
の
よ
う
に
巻
数
の
あ
と
に
頁
数
を
記

し
、
資
料
編
の
場
合
は
、
（
「
県
史
』
資
７
‐
五
三
号
）
の
よ
う
に
巻
数
の
あ
と
に
資
料
番
号
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
近
現
代
の
資
料

伊
編
・
通
史
編
の
場
合
は
、
と
も
に
巻
数
の
あ
と
に
頁
数
を
記
し
た
。

凡
一
引
用
史
・
資
料
は
、
本
文
中
で
の
引
用
は
「
」
を
付
し
、
長
文
の
場
合
は
本
文
か
ら
二
字
下
げ
で
示
し
た
。
引
用
は
で

一
本
巻
は
、
『
裾
野
市
史
』
通
史
編
Ⅱ
と
し
て
、
テ
ー
マ
別
に
三
編
に
分
け
て
叙
述
し
た
。

一
本
文
の
記
述
は
、
原
則
的
に
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
専
門
的
な
用
語
に
つ
い

こ
の
原
則
に
よ
ら
な
か
っ
た
。

凡

例

て
は
、
必
ず
し
も

７



例
き
る
だ
け
原
本
の
体
裁
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
文
中
に
は
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

１
－
本
文
の
叙
述
に
は
多
く
の
研
究
成
果
を
援
用
し
た
が
、
本
巻
の
性
質
上
、
典
拠
を
省
略
し
た
場
合
が
多
い
。
な
お
、
と
く
に
必

ｊ

要
が
あ
っ
て
示
す
場
合
は
、
本
文
中
に
（
）
で
記
し
た
。

一
写
真
・
図
表
は
、
編
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
写
真
１
‐
１
、
図
表
２
‐
ｌ
の
よ
う
に
一
連
番
号
を
付
し
、
巻
末
に
掲
載
写
真
一
覧
、

一
第
一
編
裾
野
の
生
活
史
の
索
引
は
巻
末
に
付
し
た
。

一
執
筆
分
担
は
、
巻
末
に
示
し
た
。

一
本
書
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
表
現
や
現
在
か
ら
み
る
と
差
別
的
な
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
も
と

よ
り
、
〉
）
う
し
た
不
当
な
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
根
絶
の
立
場
か
ら
そ
の
史
実
を
認
識
す
る
意
味
で
そ
の

掲
載
図
表
一
覧
を
示
し
た
。

ま
ま
掲
載
し
た
。

8



通史編II 総目次

第
一
編
裾
野
の
生
活
史

第
一
章
山
と
生
活

通
史
編
Ⅱ
総
目
次

口
絵
一
覧

凡

口
絵

発
刊
の
こ
と
ば
…
…
：
…
…
：
：
：

「
通
史
編
Ⅱ
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

第
一
節
環
境
と
生
活
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：
…
：
…
。
：

１
裾
野
を
と
り
ま
く
山
々
．
．
…
…
。
：
・
・
…
：
…
…
…
：
：
…
・
…
・
…
．

活
動
す
る
富
士
山
／
大
き
な
水
が
め
箱
根
山
／
静
か
な
山
愛
鷹
山

２
山
と
里
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ぶ
道
…
：
…
：
：
：
：
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：

例

通
史
編
Ⅱ
総
目
次

…
：
…
・
：
・
…
…
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市
長
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俊
二

裾
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さ
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通史編II 総目次

第
三
節
近
世
の
山
と
暮
ら
し
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
：
：
：
：
…
：
．
…
…
…
：

１
轆
轤
師
・
木
地
挽
の
活
動
：
：
：
：
：
…
…
・
…
…
…
；
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．

轆
轤
師
の
活
動
／
轆
轤
師
の
活
動
範
囲
／
轆
轤
師
の
特
権
／
近
世
の
木
地
挽

２
裾
野
の
村
々
と
山
野
。
：
…
…
・
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
．
：
：
：
．
：

第
二
節
山
と
民
俗
．
：
：
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
。
：
：
：
…
…
…
：
：
。
…
：
…
…
…
：
：
…
；
・
…

１
山
の
生
活
環
境
：
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
：
：
：
。
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
．
：
．
：
…
・
…
…
…
：
：
。
…
…

山
に
囲
ま
れ
た
生
活
環
境
／
富
士
山
と
愛
縢
山
を
擁
す
る
須
山
／
愛
謄
山
麓
の
富
沢
／
箱
根
山
と
茶
畑
／

奥
山
と
い
う
と
こ
ろ

２
山
の
生
業
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．
：
。
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
：
．
：
…
…
…
…

山
で
の
生
業
と
山
仕
事
／
ア
ラ
ク
オ
コ
、
ン
か
ら
開
墾
へ
／
ア
ラ
ク
の
作
物
と
里
の
畑
の
作
物
／
山
の
畑
の

耕
作
技
術
／
炭
焼
き
／
炭
と
炭
焼
き
窯
の
特
徴
／
サ
キ
ャ
マ
と
キ
ン
マ
ヒ
キ
／
竹
と
竹
伐
り
／
竹
製
品
／

野
芝
と
ミ
ツ
マ
タ
・
タ
モ

３
山
と
暮
ら
し
・
…
．
：
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
：
…
・
・
・
・
…
…
：
…
：
…
…
・
…
…
・
…
…
…
：
：
…
・
…
・
…
：

水
源
の
確
保
／
燃
料
の
確
保
／
茅
刈
り
／
草
刈
り
と
落
ち
葉
か
き
／
山
で
の
山
菜
採
取
と
狩
猟

３
信
仰
の
山
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
：
、
：
…
：
：
：
．

奈
良
時
代
の
富
士
山
伝
承
／
平
安
時
代
の
富
士
山
伝
承
／
富
士
浅
間
神
社
／
富
士
上
人
末
代
と
埋
納
経
／

中
世
の
山
の
信
仰

峠
と
沢
の
道

し
。
ミ

ナ
【
ノ

九
五

Ｌ
エ

プ
王

し
コ

プ
こ

七
元

七
三

七
三

一
く
つ
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通史編II 総目次

第
四
節
近
代
の
山
と
暮
ら
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…

１
山
林
原
野
の
官
民
有
区
分
と
須
山
一
三
三
戸
共
有
…
…
：
：
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
：
…
…
・
…
…
：
…
…

裾
野
市
域
の
入
会
林
野
／
愛
謄
山
の
官
林
指
定
／
士
族
払
下
げ
山
林
の
買
戻
し
／
官
民
有
区
分
／
須
山
一

一
三
戸
共
有
の
形
成

２
愛
謄
山
の
民
有
払
下
げ
．
．
：
：
。
：
。
…
…
…
：
：
：
…
・
…
・
…
：
…
：
。
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
：
…

民
有
引
戻
し
と
払
下
げ
／
愛
騰
山
民
有
引
戻
し
運
動
の
は
じ
ま
り
／
沼
津
町
ほ
か
十
か
町
村
組
合
と
愛
鷹

山
払
下
げ
／
大
野
原
官
有
地
の
利
用

３
入
会
利
用
と
開
墾
…
…
：
．
…
…
：
：
：
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
．
：
…
・
…
．
：
。
。
…
…
…
…
…
…
：
…
：
：
．
：
…
…

５
愛
鷹
牧
と
裾
野
の
村
々
：
：
．
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
：
．
：
：
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
．
：
…
…
…
：
：

裾
野
の
村
々
と
愛
麿
牧
／
捕
馬
と
払
馬
／
捕
馬
と
払
馬
の
動
向
／
捕
馬
人
足
へ
の
村
人
の
動
員
／
捕
馬
人

足
を
負
担
し
た
村
を

村
の
生
活
と
山
野
／
深
良
村
の
山
／
東
山
／
西
山
／
須
山
村
の
山
を
ｌ
富
士
山
と
愛
麿
山
／
下
和
田
村
・

今
里
村
の
山
／
須
釜
入
・
っ
か
ね
沢
・
本
洞
入
／
蔦
山
村
の
山
々
／
大
野
原

３
村
人
の
生
活
基
盤
と
し
て
の
山
…
・
…
．
：
…
…
…
：
：
…
：
：
…
…
・
・
・
…
．
．
：
：
：
：
：
…
…
…
：
：
．
：
。
…
…
・

苅
敷
・
馬
草
・
茅
の
供
給
地
と
し
て
の
山
野
／
薪
取
り
と
炭
焼
き
ｌ
稼
ぎ
の
場
と
し
て
の
山
／
茶
畑
村
の

炭
焼
き
／
炭
焼
き
の
出
願
／
炭
山
の
売
買
手
続
き
／
炭
山
代
金
の
使
途

４
小
田
原
藩
の
御
林
…
…
…
…
：
…
．
．
…
・
・
：
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
．
：
：
．
：
．
．
…
：
…
…
…
…
：
…

領
主
の
山
林
領
有
／
小
田
原
藩
の
御
林
支
配
／
元
文
二
年
の
御
用
木
伐
採
事
件
と
御
林
の
規
定
／
御
林
と

裾
野
の
村
々

一
一
一
、

ロ
｜
α

一
一
一
〆

三二三
一1コ

三
二

一
二
五

一
二
五 三
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通史編II 総目次

第
五
節
東
富
士
演
習
場
と
裾
野
地
域
の
人
々
・
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：
：
．
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：

ｌ
富
士
裾
野
演
習
場
の
誕
生
・
…
…
：
…
…
：
…
：
：
．
：
：
…
・
・
・
：
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
…
：
…
．
：
・
・
：

暮
ら
し
の
な
か
の
演
習
場
／
富
士
裾
野
演
習
場
の
設
定
／
演
習
と
地
域
住
民
／
演
習
場
使
用
協
定
と
特
恵

契
約
／
裾
野
地
域
へ
の
「
報
酬
」
／
廃
弾
払
い
下
げ

２
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
変
動
と
演
習
場
…
：
：
：
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
．
…
：
．
：
：
：
…
：

住
民
の
生
産
活
動
／
「
報
酬
金
」
見
直
し
交
渉
／
演
習
場
と
地
域
住
民
関
係
の
か
た
ち

３
昭
和
恐
慌
か
ら
戦
時
体
制
の
な
か
で
．
．
：
：
．
：
…
…
・
；
．
：
…
：
：
…
…
…
：
：
…
…
：
…
・
・
・
・
：
：
．
．
：
：
：
：
・
・

村
の
自
己
主
張
／
一
九
三
四
年
協
定
の
意
味
／
「
報
酬
金
」
と
地
域
社
会
／
戦
時
期
の
演
習
場

４
占
領
と
演
習
場
日
本
陸
軍
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
へ
…
…
…
・
…
・
…
：
：
・
・
・
：
…
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
．

敗
戦
直
後
の
演
習
場
／
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
接
収
／
協
力
と
自
己
主
張
の
は
ざ
ま
で

５
生
存
権
の
思
想
…
・
…
・
…
・
…
：
．
：
：
：
：
：
：
．
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
：
．
…
・
…
．
：
：
…
…
・
・
・
：
：
、

つ
づ
く
演
習
場
使
用
／
生
存
権
の
主
張
／
生
存
権
侵
害
の
実
際
／
再
建
連
盟
と
「
生
存
権
」
の
ゆ
く
え
／
演

習
場
と
裾
野
地
域

入
会
利
用
を
め
ぐ
る
規
約
／
明
治
前
期
の
入
会
地
開
墾
／
入
会
地
開
墾
を
め
ぐ
る
村
落
内
対
抗

４
部
落
有
林
野
統
一
と
茶
畑
一
二
一
戸
共
有
…
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：
…
：
：
：
：
…
：
。
…
…
…

泉
村
部
落
有
林
野
の
統
一
／
泉
村
「
騒
擾
」
事
件
／
和
解
、
そ
の
後

５
入
会
規
定
と
深
良
財
産
区
…
…
．
：
．
．
：
．
．
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
。
：
…
…
：
、

大
字
深
良
共
有
山
林
／
深
良
公
有
林
野
の
規
定
整
備
／
深
良
財
産
区

二三
／、

ナI_』

’
一
〈
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一
七
一
〈

こ
く
五

一
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一
〈

一
五
一
〈

一
四
九

一
四
四
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通史編11 総目次

第
二
章
裾
野
の
水

第
一
節
市
域
の
水
系
と
環
境
…
・
…
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
：
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…

１
自
然
水
系
：
．
…
：
。
：
：
…
：
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
…
：
…
：
。
：
．
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
・
：
：
…

地
形
と
水
系
／
黄
瀬
川
／
佐
野
川
／
金
沢
川
／
平
山
川
／
大
柄
沢
／
小
柄
沢
／
深
良
川
／
勝
負
川
／
大
洞

川
（
仮
称
）
／
梅
ノ
木
沢
川
／
久
保
田
川
／
泉
川
／
入
田
川
／
境
川

２
人
工
水
系
：
…
…
…
…
…
．
．
：
．
．
…
…
…
…
…
．
：
。
：
：
…
…
・
…
…
．
：
。
：
・
・
…
…
…
…
。
：
…
…
・
・
・
・
…
…
…
…
．
．

自
然
河
川
と
用
水
／
堰
と
水
門
／
少
な
い
溜
め
池
／
大
口
堰
／
深
良
用
水
／
新
川
／
豊
後
堰
／
カ
ロ
ゥ
ト

堰
／
佐
野
堰
／
大
堰
／
富
沢
穴
堰
／
泉
川
か
ら
の
用
水
／
境
川
か
ら
の
用
水

第
二
節
近
世
の
用
水
管
理
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
。
：
…
…
…
…
…
：
：
：

１
近
世
裾
野
の
用
水
系
…
・
…
…
・
…
：
：
…
…
．
．
…
…
：
．
：
：
：
…
…
：
…
：
：
。
：
。
…
…
…
：
…
…
・
・
：
．
：
…
…
．

箱
根
・
愛
騰
山
麓
の
水
／
黄
瀬
川
用
水

２
用
水
施
設
：
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
：
．
．
…
…
…
…
…
…
：
．
：
。
：
…
・
…
…
…
…
．
．
…
：

用
水
施
設
の
構
造
／
用
水
施
設
の
管
理

３
深
良
用
水
を
め
ぐ
る
水
論
…
…
…
．
：
…
…
：
…
…
．
：
：
．
…
・
・
…
…
…
…
：
：
：
：
…
…
・
…
：
…
：
…
：
。
…
：

深
良
村
と
井
組
／
一
色
村
と
富
沢
村
の
水
論
／
大
堰
下
の
水
論

第
三
節
近
代
と
水
利
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
。
：
：

１
裾
野
市
域
の
水
利
と
深
良
用
水
・
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
：
…
：
：

二
三
一

己己
三三 三三

ニ
ニ
ー
ハ

ニ
ニ
ハ

二二

一上

二
三
九

二
一
一
つ

二
四
七

二
四
七

1q
LJ



通史編II 総目次

第
四
節
水
と
生
活
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
：
：
…
…
：
…
…
…
：
…
：
：
：
…
：
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
：

１
カ
ワ
等
ハ
タ
の
利
用
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
・
・
・
：
…
…
．
：
．
…
：
…
・
…
…
．
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

生
活
用
水
の
確
保
／
カ
ワ
バ
タ
の
利
用
と
井
戸
／
麦
塚
の
水
の
苦
労
、
茶
畑
の
水
の
苦
労
／
伝
染
病
の
流

行
／
水
車
／
馬
洗
い
場

２
湧
水
と
水
道
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
：
・
・
・
…
：
…
…
…
…
…
・
・
・
…
・
・
・
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
・
：

山
の
水
源
の
利
用
／
須
山
の
水
の
苦
労
と
水
源
の
確
保
／
水
路
・
分
水
の
仕
組
み
と
管
理
／
タ
ン
ク
／
簡

易
水
道
／
市
の
水
道

３
井
組
か
ら
水
利
組
合
へ
．
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
．
：

近
代
の
井
組
／
水
利
土
功
協
議
会
／
水
利
組
合
の
発
足

４
河
川
法
と
深
良
用
水
…
…
：
。
：
：
．
…
・
…
…
…
…
…
．

河
川
法
の
成
立
／
河
川
法
の
適
用

５
深
良
用
水
と
産
業
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…

水
力
発
電
の
開
始

裾
野
の
水
利
環
境
／
深
良
用
水
の
意
味

２
逆
川
訴
訟
：
．
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：
．
…
…
…
…
…
・
…
…
：
．
：
…
…
：
…
…
．
：

事
件
の
発
生
／
告
訴
／
横
浜
地
裁
判
決
／
東
京
控
訴
院
上
告
棄
却
判
決
／
大
審
院
へ
の
上
告
／
大
審
院
の

判
決
（
明
治
三
十
年
）
／
名
古
屋
控
訴
院
判
決
／
明
治
三
十
一
年
逆
川
事
件
大
審
院
判
決
／
富
田
和

解
調
停

二
八
一
〈

二
八
Ｃ

二
八
つ

二
七
七

ニニ

ーヒ
ーー凸

詞

一
二
〈
八

二
五
三

14



通史編II 総目次

第
三
章
子
ど
も
の
風
景

第
一
節
「
土
」
の
綴
方
と
『
児
童
文
苑
』
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
：
：
：
．
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…

１
駿
東
の
「
土
」
か
ら
の
叫
び
…
…
…
…
。
：
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
．
．
：
：
：
：
：
：
・
・
・
：
…
…

富
原
義
徳
の
「
土
の
綴
り
方
』
／
小
野
三
郎
の
述
懐

２
大
正
自
由
教
育
と
青
年
教
師
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
。
：
：
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：

駿
東
の
自
然
と
綴
方
／
習
俗
と
綴
方
／
生
活
へ
の
視
点

３
生
活
綴
方
へ
の
視
点
…
…
。
：
…
．
：
．
．
…
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
・
…
・
…
：
…
・
…
…
：
…
：

杉
山
正
賢
の
生
活
綴
方
／
生
活
綴
方
の
終
焉

第
二
節
民
俗
の
な
か
の
子
ど
も
…
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：
：
：
。
：

１
子
ど
も
の
成
長
…
：
：
．
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
．
．
：
…
：
：
…
…
・
・
…
・
・
…
…
…
…
：
：
…
…
…
．
：
：
・
・
…
・
…

誕
生
／
丈
夫
に
育
つ
ょ
う
に
の
願
い
を
込
め
て
／
病
気
と
子
ど
も
／
子
ど
も
の
神
様

２
年
中
行
事
と
子
ど
も
・
…
…
…
…
・
・
：
：
．
：
…
…
…
…
…
：
．
…
。
：
…
．
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…

正
月
の
子
ど
‐
も
行
事
／
サ
イ
ト
ャ
キ
・
ド
ン
ド
ャ
キ
／
二
月
の
行
事
／
天
神
講
の
子
ど
も
た
ち
／
お
盆
と

盆
が
ま
／
十
五
夜
と
子
ど
も

３
水
の
信
仰
と
子
ど
も
の
遊
び

水
神
／
雨
乞
い
／
子
ど
も
の
遊
び

三三
つ‐

三
つ
四

二
九
七

二
丸
七

ニニ

プIJ
--上

二
九
三

一
一
〈 二

15



通史編II 総目次

第
三
節
『
児
童
文
苑
』
に
描
か
れ
た
戦
前
の
子
ど
も
…
：
：
：
：
：
：
：
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…

１
子
ど
も
の
日
常
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
。
…
…
：
…
：
．
：
：
…
…
…
…
…
…
．

『
児
童
文
苑
』
と
裾
野
の
子
ど
も
／
自
然
の
な
か
で
あ
そ
ぶ
／
留
守
番
‐
と
宿
題
／
ぼ
く
の
仕
事

２
日
曜
日
と
農
繁
期
：
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
：
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
：
：
：
…
…

日
曜
日
の
仕
事
と
幼
稚
園
／
農
繁
休
暇
と
家
族

３
身
近
な
者
と
の
別
離
と
児
童
雑
誌
…
…
：
…
：
．
…
・
…
…
…
…
…
：
：
：
。
…
．
．
…
…
：
…
・
…
：

悲
し
い
思
い
出
／
待
ち
遠
し
い
「
少
年
倶
楽
部
』

４
満
州
事
変
と
子
ど
も
：
．
：
：
：
．
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
・
：
。
：
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．

満
州
事
変
と
慰
問
文
／
少
年
団
の
活
動

５
日
中
戦
争
と
子
ど
も
・
…
…
・
・
・
…
：
：
…
．
：
：
…
…
・
…
・
…
…
・
・
・
…
：
．
：
…
…
：
…
…
…
…
・
…

日
中
戦
争
の
開
始
と
銃
後
の
護
り
／
丈
夫
な
身
体
で
勤
労
奉
仕
／
わ
た
し
の
覚
悟

第
四
節
戦
後
の

１
視
点
：
．
：
．
、

時
代
の
感
情

戦
後
の

３
子
ど
も
の
時
間
：
…
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
“

働
く
子
ど
も
／
子
ど
も
の
遊
び
／
祭
り
と
子
ど
も

２
〈
戦
後
〉
の
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
の
暮
ら
し
と
感
受
性
ｌ
『
駿
東
文
園
』
か
ら

二
一
三

三
一
一
つ

一
二
一
七

＝

＝

一

--上

一
一
三
一
〈

三
五
八

三
四
五

三
四
一

三
五
九

一
五
一

可/、

10



通史編Ⅱ総目次

第
二
編
人
物
に
見
る
裾
野
の
歴
史

飯
尾
宗
祇
（
い
の
お
そ
う
ぎ
）
／
今
川
義
元
（
い
ま
が
わ
よ
し
も
と
）
／
岩
崎
佐
十
郎
（
い
わ
さ
き
さ
じ
ゅ
う
ろ
う
）
／

大
庭
源
之
丞
（
お
お
ぱ
げ
ん
の
じ
よ
う
）
／
大
庭
唯
吉
（
お
お
ぱ
た
だ
き
ち
）
／
大
森
一
族
（
お
お
も
り
い
ち
ぞ
く
）
／

柏
木
官
里
（
か
し
わ
ぎ
か
ん
り
）
／
柏
木
甚
右
衛
門
（
か
し
わ
ぎ
じ
ん
え
も
ん
）
／
葛
山
氏
尭
（
か
ず
ら
や
ま
う
じ
た

か
）
／
葛
山
氏
広
（
か
ず
ら
や
ま
う
じ
ひ
ろ
）
／
葛
山
氏
元
（
か
ず
ら
や
ま
う
じ
も
と
）
／
葛
山
景
倫
（
か
ず
ら
や
ま
か

げ
と
も
）
／
葛
山
信
貞
（
か
ず
ら
や
ま
の
ぶ
さ
だ
）
／
勝
田
三
平
（
か
つ
た
さ
ん
．
へ
い
）
／
か
ね
ほ
り
甚
左
衛
門
（
か
ね

ほ
り
じ
ん
ざ
え
も
ん
）
／
閑
谷
法
師
（
か
ん
こ
く
ほ
つ
し
）
／
小
長
谷
正
綱
（
こ
な
が
や
ま
さ
っ
な
）
／
小
林
聿
（
こ
ぱ

や
し
は
じ
め
）
／
榊
研
三
（
さ
か
き
け
ん
ぞ
う
）
／
鈴
木
朝
蔵
（
す
ず
き
あ
さ
ぞ
う
）
／
鈴
木
忠
治
郎
（
す
ず
き
ち
ゅ
う

じ
ろ
う
）
／
芹
沢
多
根
（
せ
り
ざ
わ
お
お
ね
）
／
大
高
重
成
（
だ
い
こ
う
し
げ
な
り
）
／
武
田
信
玄
（
た
け
だ
し
ん
げ

空
白
か
ら
の
出
発
／
死
と
再
会
／
平
和
の
身
体
感
覚
／
死
と
病
／
働
く
子
ど
も
／
ア
メ
リ
カ
の
影

３
高
度
成
長
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち
（
一
）
’
一
九
六
○
年
前
後
…
．
．
：
；
・
…
．
．
：
…
：
：
…
…
…
．

暮
ら
し
の
感
受
性
／
幾
村
の
機
械
化
／
電
気
洗
濯
機
と
テ
レ
ビ

４
高
度
成
長
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち
（
二
）
’
一
九
七
○
年
前
後
・
…
…
・
…
…
・
…
．
：
．
：
。
…
…
…

う
ま
い
も
の
を
食
べ
た
－
い
／
環
境
破
壊
の
な
か
の
感
受
性

５
子
ど
も
た
ち
の
現
在
…
…
：
。
：
：
．
：
：
．
：
：
：
：
：
…
…
：
：
：
．
：
：
。
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

〈
勉
強
〉
と
い
う
合
言
葉
／
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
子
ど
も
／
ス
キ
マ
の
自
由

一
二
〈
七至

一
八
一

一
七
五

1局

_L／



通史編II 総目次

第
三
編
裾
野
村
落
誌

第
一
章
岩
波

裾
野
村
落
誌
編
さ
ん
の
方
針

第
一
節
地
理
的
概
要

ん
）
／
友
野
与
右
衛
門
（
と
も
の
ょ
え
も
ん
）
／
野
村
彦
太
夫
（
の
む
ら
ひ
こ
だ
ゅ
う
）
／
服
部
大
諭
（
は
つ
と
り
だ
い

ほ
）
／
万
里
集
九
（
ば
ん
り
し
ゅ
う
ぐ
）
／
北
条
氏
五
代
（
ほ
う
じ
よ
う
し
ご
だ
い
）
／
松
井
庄
左
衛
門
（
ま
つ
い
し
ょ

う
ざ
え
る
ん
）
／
御
宿
友
綱
（
み
し
ゆ
く
と
も
つ
な
）
／
源
頼
朝
（
み
な
も
と
の
よ
り
と
も
）
／
三
好
玄
意
（
み
ょ
し
げ

ん
い
）
／
柳
澤
文
溪
（
や
な
ぎ
さ
わ
ぶ
ん
け
い
）
／
山
科
言
継
（
や
ま
し
な
と
き
つ
ぐ
）
／
唯
念
（
ゅ
い
れ
ん
）
／
湯
山

い
ゑ
（
ゆ
や
ま
い
え
）
／
湯
山
吟
右
衛
門
（
ゆ
や
ま
ぎ
ん
え
も
ん
）
／
湯
山
宮
内
左
衛
門
（
初
代
）
（
ゅ
や
ま
く
な
い
ざ

え
も
ん
）
／
湯
山
範
右
衛
門
（
ゆ
ゃ
ま
は
ん
え
も
ん
）
／
湯
山
半
七
郎
（
ゆ
ゃ
ま
は
ん
し
ち
ろ
う
）
／
湯
山
安
右
衛
門

（
ゆ
や
ま
や
す
え
も
ん
）
／
湯
山
柳
雄
（
ゆ
ゃ
ま
ゃ
な
お
）
／
横
田
村
詮
（
よ
こ
た
む
ら
あ
き
ら
）
／
横
山
健
吾
（
よ
こ
や

ま
け
ん
ご
）
／
横
山
文
左
衛
門
（
よ
こ
や
ま
ぶ
ん
ざ
え
も
ん
）
／
横
山
良
吉
（
よ
こ
や
ま
り
ょ
う
き
ち
）
／
冷
泉
為
和

（
れ
い
ぜ
い
た
め
か
ず
）
／
渡
辺
勘
兵
衛
（
わ
た
な
く
か
ん
く
え
）
／
渡
辺
虎
杖
（
わ
た
な
、
へ
こ
じ
よ
う
）
／
渡
辺
隼
雄

（
わ
た
な
、
、
へ
は
や
お
）

目
的
／
単
位
／
構
成

■
●
●
Ｕ
■
■
■
■

■
●

．
：
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
酉
〈
九

四
丸
一

四
九
一

四
八
七
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通史編II 総目次

第
二
章
深
良

第
一
節
地
理
的
概
要
・
…
：
：
…
…
：
：
。
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．
：
…
：
：
：
…
：
：
：
…
・
…
…
…
：

深
良
用
水
の
村
／
位
置
と
概
況
／
地
形
と
土
地
利
用
／
集
落

第
二
節
歴
史
概
要
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
：
：
：
…
：
…
…
…
：
…
・
…
…
・
ゞ

１
中
世
以
前
・
…
：
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
：
：
：
：
：
：
…
…
：
…
…
…
：
。
…
…
…
…
…
．
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・
・
・
：
：
：
：
：
：

縄
文
遺
物
が
出
土
し
た
城
ヶ
尾
遺
跡
／
一
線
に
並
ぶ
遺
跡
群
／
住
居
肚
が
出
土
し
た
上
原
遺
跡
／
大
森
氏

に
関
わ
る
深
良
陣
山
・
堀
ノ
内
／
大
森
氏
の
支
配
と
大
森
郷

２
近
世
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
：
…
…
．
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
：
…
…
：
…
：
…
・
・
…
…
：
：
…
．

御
殿
場
境
の
村
／
位
置
／
地
形
と
土
地
利
用
／
集
落

第
二
節
歴
史
概
要
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
…
…
…
…
：
…
…
…
：
：
…
：
…
…
：
…
…
…
…
．

１
近
世
…
…
…
・
…
：
・
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
：
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
．
：
：
：
：
…

中
世
の
岩
波
／
近
世
の
村
高
と
支
配
／
戸
数
と
寺
社

２
近
現
代
・
…
．
：
：
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…
・
・
：
：
…
：
。
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．
：
…
：
：
…
：
：
…
…

明
治
以
降
の
行
政
／
深
良
と
岩
波
／
人
口
／
学
校
／
岩
波
駅

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
：
…
…
：
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…

農
村
か
ら
住
宅
地
へ
／
区
と
内
部
組
織
／
共
有
財
産
／
駒
形
八
幡
神
社
／
薬
師
堂
／
不
動
堂
／
岩
神
橋
の

石
塔
類
／
岩
波
風
穴

五
つ
八

五
つ
五

五
つ
五

五
つ
一

五
つ
一

四
九
一
二

四
九
四

四
九
二

四
九
二
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第
三
章
久
根

支
配
領
主
の
変
遷
／
検
地
と
村
高
／
戸
数
・
人
口
お
よ
び
寺
社
／
用
水
の
開
削
／
事
件

３
近
現
代
…
・
・
・
・
：
…
…
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：
：
．
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：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
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：
．
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…
．
．
…
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…
：
…
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行
政
単
位
の
変
遷
／
戸
数
と
人
口
の
変
遷
／
学
校
／
産
業
／
深
良
発
電
所

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
…
…
…
…
…
…
：
。
：
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
．

農
業
の
変
化
／
天
田
上
と
天
田
下
／
常
設
委
員
と
区
／
最
寄
／
深
良
財
産
区
／
地
区
組
織
と
区
組
織
／
神

社
と
寺
院
／
吉
田
さ
ん
／
中
駿
大
念
仏
講
と
中
駿
大
題
目
講
／
堂
と
神
仏

第
一
節
地
理
的
概
要
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

箱
根
山
と
シ
シ
ポ
リ
／
位
置
／
地
形
と
土
地
利
用
／
集
落

第
二
節
歴
史
概
要
…
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：

１
近
世
・
…
：
…
：
：
・
・
・
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
．
．
：

中
世
ま
で
の
久
根
／
近
世
の
支
配
と
村
高
／
寺
院
／
村
方
騒
動

２
近
現
代
…
…
…
…
…
：
．
：
：
…
・
…
…
。
：
…
…
：
…
…
…
…
：
：
：
．
…
．
．
…
：
。
…
…
…
…
…

近
代
の
行
政
単
位
／
戸
数
と
人
口
／
産
業
／
学
校

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
：
…
：
：
：
・
・
・
…
…
…
…
…
：
：
。
…
…
…
…
：
．
：
：
．
…
…
…
…
…
．

生
業
の
変
化
／
内
部
区
分
と
組
織
／
共
有
財
産
／
神
社
と
寺
院
／
御
厨
横
道
の
石
造
物

五
三
一

五
二

五
四
つ
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一
西

五
三
四

五
一
二
一

五
一
二

二
一
三
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章
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要
・
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住
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位
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／
地
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落
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節
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的
概
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・
・
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…
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公
文
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と
い
う
地
名
／
位
置
／
地
形
と
土
地
利
用
／
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落
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二
節
歴
史
概
要
…
…
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・
…
…
：
…
…
…
．
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…
：
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．
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丸
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／
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２
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世
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…
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．
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…
．
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遷
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検
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／
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口
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社

３
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…
…
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．
．
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・
…
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・
…
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．
．
…
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…
．
．
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…
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…
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・
…
・
…
…
…
…
・
…
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．
．
…
・
・
・

行
政
単
位
の
変
遷
／
戸
数
と
人
口
／
生
業
／
学
校
／
関
東
大
震
災

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
・
・
…
…
・
…
…
…
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：
…
：
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：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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業
の
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遷
／
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寄
と
行
政
区
／
自
治
組
織
／
入
会
山
／
鹿
嶋
神
社
／
光
明
寺
／
観
音
堂
／
そ
の
ほ
か
の

神
社
／
公
文
名
堤
／
ハ
ダ
イ
／
箱
根
竹
／
庚
申
堂
と
五
輪
塔
群

■
■
。
■
■
①
勺
■

五
一
二

五
一
〈
一

五
五
つ

五
四
八

五
五
四

五
四
七

五
四
七

五
四
五

五
四
五
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茶
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第
一
節
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概
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…
…
…
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…

茶
右
衛
門
・
畑
右
衛
門
・
村
右
衛
門
／
位
置
／
地
形
と
土
地
利
用
／
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落
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設
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節
歴
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概
要
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…
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…
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…
…
…
…
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…
．
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…

１
中
世
以
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．
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．
．
…
…
．
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．
．
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．
．
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．
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…
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…
…
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…
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・
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．
…
…
．
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縄
文
中
期
の
道
場
山
遺
跡
と
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡
／
「
塚
」
と
呼
ば
れ
た
中
丸
・
三
シ
石
古
墳
／
「
駿

河
記
』
に
記
さ
れ
た
十
三
塚
／
中
世
の
茶
畑
と
柏
木
家

２
近
世
…
：
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
．

支
配
の
変
遷
／
検
地
／
稲
荷
大
明
神

３
近
現
代
．
：
：
：
：
：
…
．
：
：
…
：
：
・
・
・
：
…
…
：
…
。
：
…
…
．

近
代
の
行
政
単
位
／
戸
数
と
人
口
／
田
畑
半
々
の
村

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
・
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
．

生
業
の
変
化
／
内
部
区
分
／
稲
荷
神
社
／
順
礼
供
養
塔

第
二
節
歴
史
概
要
《

１
中
世
以
前
…
…
．

稲
荷
遺
跡
／
中
世

■
。
■

五
七
一

五
七
一

五
一
〈
九

五
一
〈
二

五
一
〈
二

五
一
〈
二

五
一
〈
四

五
一
〈
元

五
一
〈
一
〈
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七
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松

第
一
節
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要
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…
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。
…

裾
野
の
顔
平
松
／
位
置
／
地
形
と
土
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設

第
二
節
歴
史
概
要
…
…
…
…
…
…
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．

１
中
世
以
前
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・
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…
…
…
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…
…
…
…
…
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三
節
地
域
社
会
と
生
活
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・
…
…
…
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…
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…
…
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・
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…
…
…
．
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化
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政
区
と
最
寄
／
区
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役
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／
共
有
財
産
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社
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神
／
吉
田
さ
ん
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金
毘
羅

神
社
／
サ
イ
ノ
カ
ミ
／
耕
月
寺
／
願
生
寺
／
不
動
堂
／
大
日
堂
／
竹
材
業
／
ダ
タ
ラ
／
羅
漢
塚
の
石
造
物

十
世

２
近
世
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
．

開
発
人
作
衛
門
／
検
地
／
近
世
の
戸
数
と
社
寺
／
山
論

３
近
現
代
…
：
．
．
：
．
．
：
：
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
・
・
・
…
…
．

行
政
の
変
遷
／
近
代
の
戸
数
・
人
口
と
生
業
／
学
校
／
天
理
町
／
泉
村
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騒
擾
」
事
件
／
関
東
大
震
災
／

２
近
世
・
・
・
：
：
：
。
：
。
…
・
…
：
・
・
…
…
…
…
…
：
：
：
…
．
：
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…
…
・
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．
．
…
…
：
…
…
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．
：
：
…
・
…
・
…
．
：
…
…
…
．
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配
の
変
遷
／
検
地
／
戸
数
と
人
口
／
村
の
姿
／
深
良
用
水
／
富
士
山
宝
永
の
噴
火
／
安
政
の
地
震
／
村

海
軍
機
墜
落
事
件

の
事
件

I

■
。
■
■
■

五
九
四

五
九
四

亮
三三

亮
三三

五
一
全
く

五
↓
ハ
つ

五
七
四

五
九
五
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第
八
章
麦
塚

２
近
世
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：
…
…
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…
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：
：
：
：
・
・

支
配
の
変
遷
／
村
高
と
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姿

３
近
現
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…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
・
：

行
政
の
変
遷
／
戸
数
と
人
口
／
学
校

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
：
…
…
．
：
：

第
二
節
歴
史
皿

１
中
世
以
前

国
境
の
村

第
一
節
地
理
的
概
要
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
。
…
…
…
：

麦
塚
と
い
う
地
名
／
位
置
／
地
形
と
土
地
利
用
／
集
落

第
二
節
歴
史
概
要
：
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
：
…
…
・
…
：

３
近
現
代
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
：
…
・
…
…
…
・
…
…
：
・
・
・
：
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
：
：
…
：
：
…
…
．
：

行
政
の
変
遷
／
佐
野
原
神
社
／
戸
数
・
人
口
と
生
業
／
学
校
／
佐
野
駅
か
ら
裾
野
駅
へ

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
］

生
業
の
変
化
／
行
政
区
と
組
織
／
八
幡
宮
／
十
三
塚
／
地
蔵
堂
／
深
良
用
水
／
佐
野
原
神
社
周
辺
に
見
ら

れ
る
石
造
物

■
。

■
■
●

．
・
・
一
二
九
一
〈

一
〈
一
一
一
一

一
二
つ

一
く
つ
七

一
く
つ
一
〈

一
く
つ
一
〈

一
く
つ
五

一
く
つ
五

一
〈
つ
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第
一
○
章
佐
野

第
九
章
石
脇

第
一
節
地
理
的
概
要
・
…
：
…
…
．

裾
野
の
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心
地
／
位
置
／
集
落

第
一
節
地
理
的
概
要
…
…
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…
・
…
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…
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／
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落
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節
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…
．
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／
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に
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２
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・
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．
．
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…
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・
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・
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．
…
…
．

行
政
の
変
遷
／
戸
数
と
人
口
／
生
業
／
学
校
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節
地
域
社
会
と
生
活
・
…
…
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…
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さ
ん
室
長
杉

山

幸
彦
…
茜
七
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通史編II 総目次

第
一
編
裾
野
の

裾
野
市
大
字
境
図

別
冊
付
録
裾
野
裾
野

掲
載
図
表
一
覧
…
…
…
…

掲
載
写
真
・
所
蔵
者
一
覧

口
絵
写
真
・
所
蔵
者
一
覧

年
号
一
覧
…
…
…
…

第
一
編
裾
野
の
生
活
史

の
歴
史
年
表 索

引

■
●
■
■

■
■
■
●

．
：
、
九
五
九

九
一
〈
九

九
七
三

九
七
一
〈

。
〕
て
Ｌ

ナ
プ
ー
／
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口絵目次

二二5九八七六五四三二
口
絵
一
覧

公
文
名
村
絵
図
（
年
不
詳
）

茶
畑
村
絵
図
（
一
六
七
七
年
）

佐
野
村
絵
図
（
一
八
三
九
年
）

富
沢
村
絵
図
（
一
八
四
七
年
）

今
里
村
絵
図
（
一
八
七
五
年
）

葛
山
・
千
福
村
絵
図
（
一
七
五
三
年
）

御
宿
村
絵
図
（
一
八
六
一
年
）

裾
野
市
全
域
絵
図
（
一
八
七
六
年
）

定
輪
寺
村
絵
図
（
一
七
七
二
年
）

岩
波
村
絵
図
（
年
不
詳
）

発
展
を
と
げ
る
裾
野
市
市
街
地

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
る
裾
野
市

口
絵
写
真
一
’
二
撮
影
堤
勝
雄
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